
補遺の1つ目として、教材本編で紹介した方法では見つけられないのですが、
実は利用できるものについてご紹介します。



まず1つ目は、国立国会図書館デジタル化資料送信サービスです。
これは、国立国会図書館が所蔵している資料を、デジタル化して利用できる
ようにしているものです。
雑誌に関しては、主に2000年以前に日本国内で刊行されたものをデジタル化
しています。

著作権の保護状態によって、デジタル化資料の公開レベルは3段階に設定さ
れています。
一番ゆるやかなレベルが「インターネット公開」で、これは無料いつでも利
用できるものです。
次のレベルが、「図書館送信限定」です。これは、国立国会図書館と特別な
提携をしている図書館内の専用PCからのみ利用できるものです。
大阪大学では、総合図書館と外国学図書館が提携しており、図書館内の専用
PCで閲覧できます。閲覧は無料で、印刷の場合は、印刷代がかかります。
一番厳しいレベルが、「国立国会図書館内限定」です。このレベルのものは、
直接国立国会図書館に行くか、ILLサービスを使って複写を取り寄せることに
なります。



各公開レベルに該当する冊数はこの表のとおりです。
雑誌に関しては、インターネット公開のものはほとんど無く、図書館送信限
定が6割を占めています。
ですので、図書館送信限定をうまく活用すれば、かなり多くの雑誌を利用で
きます。
どの資料がどの公開レベルでデジタル化されているかは、「国立国会図書館
デジタルコレクション」というサイトで検索できます。
https://dl.ndl.go.jp/

https://dl.ndl.go.jp/


大阪大学で契約しているデータベースの中に、雑誌論文や雑誌記事のフルテ
キストが入っていることがあります。
ほとんどのデータベースのものは、OPACやいちょうマークからたどりつけ
るのですが、このスライドに挙げている2つのデータベースのものはヒット
しません。

直接データベース画面から利用するしかありませんので、使う可能性のある
方は覚えておいてください。





DOIは、論文単位で振られている世界共通のIDです。
参考文献リストにもこの情報が掲載されていることがあります。このDOIを
使って論文フルテキストにアクセスすることができます。

まず、附属図書館Webサイトトップページの「電子ジャーナル」タブの「詳
細検索」から電子リソースリストの画面へ移動します。
次に、「CitationLinker」のタブで、DOIを入力してSearchをクリックすると、
電子ジャーナルと紙の雑誌所蔵を確認できる画面が表示されます。



次に、医学生物学系のデータベースPubMedの検索結果画面から論文フルテ
キストを入手する場合です。
PubMedに通常のURLからアクセスすると、いちょうマークが表示されませ
ん。1つの方法としては、雑誌名・巻号を使ってOPACで検索する方法があり
ます。
もう1つとしては、PubMedの論文IDであるPMIDを使用する方法です。検索
結果画面でPMIDをコピーします。



あとは、DOIから検索する場合とほぼ同じです。
大阪大学電子リソースリストにPMIDを入力する欄がありますので、ここに
入力すると、電子ジャーナルと紙の雑誌所蔵を確認できる画面が表示されま
す。



別の方法として、大阪大学専用のURLからアクセスすれば、検索結果にい
ちょうマークを表示することができます。
PubMedをよく使う、という方は、ブラウザにブックマークしておくと便利
です。

キャンパス内から：
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?otool=ijposunilib

キャンパス外から：
https://login.remote.library.osaka-
u.ac.jp/login?url=https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?otool=ijposunilib

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?otool=ijposunilib
https://login.remote.library.osaka-u.ac.jp/login?url=https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?otool=ijposunilib




まず前提として、正確にフルテキスト入手を行うには、必ず教材本編の方法
で検索してください。
ここから紹介するツールは、より手軽にフルテキスト入手へナビゲーション
するものですが、必ずしも正確な入手を保証するものではありません。
とくに日本語論文のWebサイトには対応していない、正しく機能しない、と
いうことが多いですのでご注意ください。



1つ目のツールとして、EndNote Clickを紹介します。以前は、Kopernioとい
う名称でした。

このツールを使用できるシチュエーションとしては、Googleなどで論文名で
検索して、出版社等の論文ページにアクセスした時です。
キャンパス外であっても、ブラウザに表示されている論文情報を自動で読み
取り、大阪大学で契約している論文フルテキストがあればダウンロードでき
ます。
また、出版社等の論文ページでは有料で利用できない場合も、著者自身が別
のサイトで論文を公開していれば、そのファイルをダウンロードできること
もあります。

EndNote Clickは、Google ChromeもしくはFirefoxへ無料でインストールで
きます。
https://kopernio.com/endnote
初回利用時には、アカウントの作成と、所属機関の登録、そして大阪大学個
人IDとパスワードの入力が必要です。

https://kopernio.com/endnote


EndNote Clickのアイコンはブラウザの左下のあたりに出現します。
アイコンが表示されるまで、少し時間がかかることがあります。
しばらく待っても表示されない場合は、残念ながら、そのページはEndNote 
Clickに対応していません。



2つ目のツールとして、Unpaywallを紹介します。

こちらのツールの機能はよりシンプルです。
出版社等の論文ページでは有料で利用できない場合に、著者自身が別のサイ
トで論文を公開していれば、そのファイルをダウンロードできることがあり
ます。

Unpaywallは、Google ChromeもしくはFirefoxへ無料でインストールできま
す。
https://unpaywall.org/products/extension
アカウントの作成などは不要で、インストールするだけですぐに利用できま
す。

https://unpaywall.org/products/extension


Unpaywallのアイコンはブラウザの右側中央のあたりに出現します。
アイコンが表示されるまで、少し時間がかかることがあります。
しばらく待っても表示されない場合は、残念ながら、そのページは
Unpaywallに対応していません。

補遺は以上です。


